
IV. 昭和 41年度の研究成果発表の状況

出 版 物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 3種がある．そのほかには生研案内

（和文•英文）と年次要毀（いずれも年刊）がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文とし，不定期発行で年間

10種前後を刊行している．

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介とをかね，月刊で発行している．

以上は，本所の発行の分で，その他，随時に学会誌，協会誌，その他の学誌に研究を発表

している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，写真中心に簡略に編集したもので，現

在まで 100種を発行している．

A. 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

昭和 41年度 (41年 4月-42年 3月）に発表したものを次の表に示す．

巻号 題 目 著 者 発行年月

16・2 ラッビングに関する基礎研究（英文） 松永正久 41. 6 

16• 3 山岳河川における流掃土砂の移動に関する研究（英文） 丸安 隆和 41. 8 

D.G.T. リース

16・4 地震時におけるアースダムの挙動（英文） 岡本舜三• 田村重四郎 41.10 

加藤勝行・大多和道子

17・1 粉体流賊の制御に関する基碇的研究 山下 忠• 森 政弘 41. 11 

17・2 振幅フィルタと収差の許容益（英文） 朝倉利光 41. 12 

17• 3 銀電位滴定法を主とする写真カプリ抑制剤の研究 菊池真一 42. 1 

17・4 バレル研磨法に関する研究（英文） 松永正久• 萩生田善明 42. 2 

17・5 神経細胞の機能をもつ制御索子の解折と

応用（英文） 合田周平 42. 3 

17• 6 風路つき試験水槽について 用宮 真 42. 3 

B. 生 産研究

巻号 図
（発行年月）

18巻 4号 風路つき試験水槽の特性（研究解説）

(41年4月） アイソトープ工業利用における最近の進歩（研究解説）

目 著者

田宮 真•渡辺弥幸
加藤正夫
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カオリン鉱物のカセインソーダ処理によるA型ゼオライト 高橋 浩• 西村附―

の生成 (1)(研究速報）

Cu-Co合金の時効について（研究速報） 西川精ー・長田和雄

小林繁美

電極反応を用いるメタクリル酸メチルの重合（研究速報） 妹尾 学・金子雄治

早野茂夫• 山辺武郎

水晶発振子が薄膜回路を兼ねる超小型水晶発振器（研究速 尾上守夫• 江口 征夫

報）

ガスレーザ出力の安定化（研究速報） 藤井阻ー・白石 敏

18巻 5号 合成化学における苅阿クロマトグラフィーの二，三の応用 浅原照三•早野 茂夫

(41年5月） （究研解説）

モンテカルロ法とその応用（研究解説） 森脇義雄• 田淵謹也

マトリクス変位法による骨組の解析（研究解説） 川股重也

ーその (1)鵡性行列の作成一

分散型遅延回路測定用パルス発生器（研究解説） 尾上守夫・裔木幹雄

藤本 洋

18巻 6号 不安定リンク機構の姿勢制御（研究解説） 村上公克• 雀部高雄

(41年 6月） 大蔵明光

鉄鉱石の還元について（研究解説） 江本房利•吉越英之
福永弘一

マトリクス変位法による骨組の解析（研究解説） 川股重也

ーその (2)分割解法と立体構造の拡張一

平面応力問題について（研究解説） 坪 井 善 勝 ・ 川 股 重 也

塩屋繁松

レーザ用光検波光電子増倍管の特性（研究速報） 藤井阻ー・魚谷裕士

Al-Zn拡散対の侵入曲線にあらわれた tail(研究速報） 武田鉄治郎・一色貞文

本間禎一

白金電極を用いる光起屯力の研究（研究速報） 本多健一• 菊池真一

由良隆司

18巻7号 吸荘法による溶剤回収の進歩（研究解説，退官記念講演） 福田義民

(41年7月） 多環系化合物の話（研究解説，退官記念講演） 永井芳男

モレキュラーシープによる空気中の炭酸ガスの除去 河添邦太朗• 川井利長

（研究解説） 武口幸彦

アキシアルプランジャポンプ，同モータパルププレート上 山口 惇

の圧力分布（研究速報）

定常状態における熱力学系の自由度について（研究速報） 妹尾 学・鈴木 喬

山辺武郎

工学系のプロセス自由度について（研究速報） 梅谷阻二

根岸湾の地盤構造（研究速報） 三木五三郎・成瀬 洋
焼入における冷却曲線（研究速報） 塩冶震太郎

一境界条件として沸腑熱伝逹をもちいた場合の

非定常熱伝等一

18巻 8号 沸腑の際の熱伝達（研究解説） 橘 藤雄

(41年8月） 2相サーボモータのシミュレーション（研究解説） 沢井善三郎•原島文雄
写真パタンの統計的処理による最適露光の決定 斎藤森生・大川明治

（研究解説） 横田和丸

極超音速における鈍頭回転体の抵抗係数測定（研究速報） 玉 木 章 夫 ・ 錐 田 元 紀

神経細胞モデル IMICTRONとその応用（研究速報） 合田周平

MOS型 FETを用いた電圧保持回路（研究速報） 森胞義雄•高羽禎雄

木下英実

ガス・レーザの周波数安定化（研究速報） 藤井 附 ー ・ 菅 野 嘉 昭
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カオリン鉱物のカセイソーダ処理によるA型ゼオライトの 高栂 浩•西村陽一

生成 (JI)(研究速報）

Liner Free-Energy Relations (LFER)の不可逆過程熱 鈴木 呑•妹尾 学

力学による取扱い（研究速報） 山辺武郎

シアニン系写真増感色索のイオン化エネルギと屯子親和力 菊池 真一・谷 忠昭

の計邸（研究速報）

18迭 9号 市販フィルムによるホログラフィー（研究解説） 山ロ一郎・小瀬輝次

(41年 9月）

磁性薄膜を用いた非破壊読出し高速記憶装四（研究解説） 渡辺 勝・荒木 宏

脂肪族ボリイミドの合成（研究速報） 浅原照三•福井基雄

エチレンとトルエンの反応（研究速報） 浅原照三•佐藤 瑠

シクロプロパン誘郡体と求屯子試薬の反応（研究速報） 浅原照三•小野勝道
写真乳剤中のシアニン系増感色素のエネルギ準位の計邸 菊池哀ー・谷 忠昭

（研究速報）

18巻10号 造移金属錯イオンの可視・紫外吸収スペクトルと光化学反篠原 則子

(41年10月） 応（研究解説）

放射性同位元索を利用する液体流れの追跡（研究解説） 加藤正夫•佐藤乙丸

井上 健

熱伝述率の非定常測定法について（研究解説） 棚沢一郎

松代地震の高域振動特性について（研究速報） 佐藤壽芳・鈴木浩平

武藤敏昭

移動床の形態の区分について（研究速報） 鮭川 登•井口昌平

ー砂礫堆の形成限界一

18牲11号 全自動高精度圧延機（研究解説） 鈴木 弘

(41年11月） 糊料のレオロジ（研究解説） 黒岩城雄

IFACロンドン会談に出席して（海外事情） 大島康次郎

風による水槽波高の変化（研究速報） 田宮 -がb, → l 

タンデム圧延機におけるパススケジュールの新しい計冥法 鈴木 弘•鎌田正誠

（第 1報）（研究速報）

Cu-Fe合金の時効について（研究速報） 西川緒ー•長田和雄

小林繁美

ケイ皮酸の増感異性（研究速報） 菊池真ー・中村賢一郎

前田則義

地盤注入用各種グラウトの特性の比較（研究速報） 三木五三郎

18巻12号 板を伝わる超音波（研究解説） 尾上守夫•高木幹雄
(41年12月） PN符号の循環検出による遠距離コマンド方式 安田 靖彦・村田悠紀夫

（研究解説）

第 11同国際自動車技術会議（海外事惜） 平尾 収・亘理 厚

石原智男

超音波鋳造について（研究速報） 朴 鎖黙•烏飼安生
タンデム圧延機におけるパススケジュールの新しい計窮法 鈴木 弘•鎌田正誠

（第2報）（研究速報）

MOS形 FETの静特性に対するバルクバイアスの影密 安逹芳夫・上村幸守

（研究速報）

2, 5ージプロムヒドロキノンよりラダーポリマーの合成 浅原照三•三稲啓了

（研究速報） 臼井 障

19巻 1号 河床形態の研究の過程について（研究解説） 井口昌平•吉野文雄
(42年 1月） ー特に 20世紀初頭までの研究について一

光学集束系の等価回路表現（研究解説） 藤井陽一

ヨーロッパの道路と道路交通事措（海外事情） 星埜 和

ホログラムを用いた共役波面干渉法（研究速報） 松本和也・小瀬輝次
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アナログ，デイジタル方式によるハイプリッドタイマ 山口楠雄•鈴木後光

（研究速報）

触媒の物理的構造による反応選択性（研究速報） 河添邦太朗•吉田澄夫
ーモレキュラーシープによるプタノールの脱水反応一

軽賊骨材コンクリートの高圧蒸気養生（研究速報） 小林一輔• 伊藤利治

一圧縮強度におよぼす荘生条件の影密ー

12逃 2号 TiO, 電子写真感光阿の感光機構と色索増感について 飯田武暢• 野崎 弘

(42年 2月） （研究解説）

クリープにおける結晶粒界のすべりと粒界孔の発生 石田洋一

（研究解説）

緞維に対するシリコーンの放射線グラフト反応（研究解説） 消水 治通

極低圧における窒索と一酸化炭索のパイレックスガラス表 辻 泰•斎藤恒成
而への吸若（研究速報）

ピニJレ化合物のエネルギ準位と電極における反応性 浅原照三・妹尾 学

（研究速報） 土屋 満

19送 3号 線材の捻回試険について（研究解説） 鈴木 弘

(42年 3月） 変位およびひずみの測定におけるモワレ法について 川股霊也

（研究解説）

弾塑性問題における測性マトリクス（研究速報） 山日嘉昭

プレスの静的および動的特性の研究（研究速報） 輪竹千三郎・山田 嘉昭

コンスクント・ハンガの動特性試験（研究速報） 煎日逹也•井原 博

柴日 3'ゃ,s 

4サイクルガソリン機関の吸入行程中の熱の影密について瑳峨 定夫

（研究速報）

逆起電力法による直流電動機速度制成の一方式（研究速報） 沢井善三郎・稲葉 博

里 和武

光速面積変化方式による色価連続測定装四（研究速報） 山口楠雄•桜井正郎
リン酸塩の微結晶セルローズ薄府クロマトグラフィ 高 井 信 治 ・ 飯 田 貰 也

（研究速報） 山辺武郎

c. 生研リーフレット

41年度は都合により発行しなかった．

D. 著書および所外の学術雑誌などに発表したもの

ー表題は原文表題，翻訳表題の順に示す＿
ー各項目末尾の数字，文字は，順に巻（太字），号，ページ，
発行所名，年，月（西暦）を示す．巻のないものは，文字
でその呼称を示す一

第 1 部

教校岡本舜三 (ShunzoOKAMOTO, Professor) 

土ダムにおける地震観測―Onthe dynamical behavior of an earth dam during earth-

quakes一（田村重四郎・加藤勝行•他 2 名と共著）：土木学会第 21 回年次学術講演概

要第一部， I-60.

Dynamic Behavior of Earth Dam During Earthquakesー地震時におけるアースダムの9
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挙動ー（田村重四郎・加藤勝行・大多和道子と共著） 8th International Congress on 

Large Dams, Q-35, R-6. 

地震時におけるアースダムの挙動—Dynamic behavior of earth dam during earthquakes 

ー（田村重四郎・加藤勝行・大多和道子と共著）日本ダム会議，大ダム， No.38. 

Dynamic Behavior of Earth Dam During Earthquakes. —地虚時におけるアースダムの

挙動ー（田村重四郎・加藤勝行・大多和道子と共著）： Proceedings of Japan Earthquake 

Engineering Symposium 1966. 10. 

ゼラチンモデルを用いた光弾性実験についてーOnphotoelastic studies on gelatin model 

-(森地重暉，山本稔と共著）：土木学会第 21回年次学術講演概要，第一部， Iー24.

教授久保田広 (HiroshiKUBOTA, Professor) 

光学一optics—岩波書店 1964. 9. 

教授一色貞文 (SadabumiISSIKI, Professor) 

アルミニウム合金のX線透過異常像と金属組織—The Abnormal Pattern in Radiographs 

of Aluminum Alloy Castingsー（高正植他 2名と共著）非破壊検査， 15,7, 257-265, 

1966. 7. 

工学用X線写真ーIndustrialRadiographyー写真技術便買，コロナ社， 1966. 9. 

教授大井光四郎 (KoshiroOI, Professor) 

Transient Response of Bonded Strain Gages—接着型ひずみ計の過渡応答—Exp. Mech., 

6, 9, 463, SESA, Sep. 1966. 

抵抗型ひずみ計ーResistanceStrain Gage一材料強度工学ハンドブック分担， 361, 朝倉

書店， 1966. 12. 

ひずみ計の過渡応答性について—On Transient Response Characteristics of Strain Gages 

ー機械学会誌， 69,575, 1602, 1966, 12. 

教授鳥飼安生 (Yasuo TORIKAI, Professor) 

超音波による静摩擦力の減少に関する研究—The Observation for the Reduction of Static 

Friction by Ultrasonic Vibrationsー（藤森聰雄・ 小久保旭• 堀悌二郎と共著）：音唇学会

研究発表会講演論文集， 175-176, 1966. 5. 

近距離音場―UltrasonicNear Fields—実吉・菊池・能本監修「超音波技術便覧」改訂新

版， 1399-1418, 1966. 10. 

誘迫 Brillouin散乱の実険ーAnExperiment of Stimulated Brillouin Scattering-(根岸勝

雄，山崎正之と共著）：音唇学会研究発表会講演論文集， 31-32, 1966. 11. 

教 授山田嘉昭 (YoshiakiYAMADA, Professor) 

接触の理論と磨擦ーとくに塑性接触について—Theory of Contact and Friction between 

Plastic Solidsー：潤滑， 11, 6, 233-241, 1966. 6. 
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薄板の粕対称変形における塑性不安定について—On the Tensile Plastic Instability in 

A泣 SymmetricDeformation of Sheet Metals一（青木至と共著）：塑［生と加工， 7, 67, 

393-406, 1966. 8. 

プレスの静的および動的特性の研究一Onthe Static and Dynamic Characteristics of an 

Open-back Crank Pressー（輪竹千三郎と共著）：第 17回塑性加工連合講演会前刷集，

309-312, 1966. 11. 

ひずみ増分理論による穴広げ試験の解折ーAnalysisof Bore Expanding Test by Incre-

mental Theory of Plasticityー（古出雅士と共著）：第 17回塑性加工連合講演会前刷

集， 105-108, 1966. 11. 

On the Tensile Plastic Instability in Axi-symmetric Deformation of Sheet Metalsー和

文名省略ー（青木至と共著）： Int. J. Mech. Sci., 8, 11, 665-682, 1966. 11. 

塑性学の基本事項—Fundamentals of Theory of Plasticityー：材料強度工学ハンドブッ

ク， 2.2節，朝倉書店， 22-34, 1966. 12. 

理論成形性について—On the Theoretical Formabilityー： Aidaニュース， 11, 1-10, 

1966. 10. 

教授北川英夫 (HideoKITAGAWA, Professor) 

Invariability, Hesitation or Restoration of Damage in Wet-Dry Fatigue Process, ―腐食乾

燥 2段階疲れ過程における疲れ損似の不変，停滞，回復現象について一： Experi-

mental Mechanicsー 7, 1, 28, 1967. 1. 

同上椋題にて： Proc. 2nd SESA International Congress on Experimental Mechanics, p. 

298. Soc. Exp. Stress Analysis, 1966. 8. 

フレッティング・コロージョンとフレッティング疲労について一FrettingCorrosion and 

Fretting Fatigueー：車軸の高周波焼入と疲労強度に関する研究，鉄道技術協会， 1967.3. 

ア）レミニウム合金溶接部の疲れ強さに関する研究—Fatigue Strength of Welds of Alumi-

num Alloysー：軽金属溶接技術会， 1967.3. 

教授森大吉郎 (DaikichiroMORI, Professor) 

観測ロケットの動的負荷について一OnDynamic Loading of Sounding Rockets. —：航

空学会誌， 14, 150, 219-232, 1966. 7. 

強化プラスチックスのロケット構造への応用ーApplicationof FRP to Structures of 

Rocketsー機械学会誌， 69, 572, 1179-1184, 1966. 9. 

ロケット賂備塔の耐震実験ーVibrationExperiment of Service Tower of Rocket一（白木

万博•福沢清と共著）：三菱技報 3, 5, 1-7, 1966. 9. 

構造強度ーStrengthof Rocket Structuresー：宇宙航空研究所報告， 2, 1, 1966. 3. 

助教授小瀬輝次 (TerujiOSE, Associate Professor) 

ホログラフィ—Holographyー：応用物理 35, 9, 661-666, 1966. 

139 



助教授成瀬文雄 (HurnioNaruse, Associate Professor) 

The Hall Effect on the Magnetohydrodynarnic Flow near a Stagnation Point一よどみ

点付近の電磁流体の流れに対するホーJレ効果の影密ー： J. Phys. Soc. Japan, 22, 2, 

638-653, 1967. 2. 

助教授辻 泰 (YutakaTUZI, Associate Professor) 

Nucleation of the Reaction of Single Crystals of Potassium Bromide with Chlorine Gas. 

ーKBr単結晶と Chガスとの反応における核生成ー(J.A. Morrisonと共著）： Trans. 

Faraday Soc., 62, 2, 462-465, 1966. 

助教授根 岸 勝 雄 (KatsuoNEGISHI, Associate Professor) 

有限振幅の超音波による光の回折―Diffractionof Light by Ultrasonic Waves of Finite 

Amplitudesー（能本乙彦と共著）：日本音轡学会誌 22, 3, 130-143, 1966. 5. 

誘遅 Brillouin散乱の実験ーAnExperiment of Stimulated Brillouin Scatteringー（鳥飼

安生・山崎正之と共著）：日本音密学会講演論文集， 31-32, 1966. 11. 

助 教 授本間禎ー (TeiichiHOMMA, Associate Professor) 

化学反応と表面微細構造—Chemical Reaction and Microscopic Surface Structureー：金

屈表面技術， 18,3, 110-115, 1967. 3. 

助教授田村重四郎 (Choshiro TAMURA, Associate Professor) 

土ダムの模型実験ーVibrationtests on earth dam model—土木学会第 21 回年次学術講

演慨要，第一部， I-61.

Dynamic behavior of Earth dam During Earthquakes (岡本舜三• 加藤勝行・大多和道

子と共著） 8th International Congress on large dams, Q-35, R-6. 

地震時におけるアースダムの挙動―Dynamicbehavior of earth dam during earthquakes 

-(岡本舜三・加藤勝行・大多和道子と共著）日本ダム会議，大ダム No.38、

助手加藤勝行 (KatsuyukiKATO, Assistant) 

土ダムにおける地震観測一onthe dynamical behavior of an earth dam during earth-

quakesー（岡本舜三• 田村重四郎• 他 2名と共著）土木学会第21回年次学術講演概要，

第一部， I-60

助 手金子幸臣 (SachiomiKANEKO, Assistant) 

常徽分方程式の定差法の選択ーTheOptimal Finite Difference Metheod of Numerical 

Solution for Ordinary Differential Equationsー：日本物理学会第 11回応用数学・カ学

講演会予稿集， 2, 1966, 10. 

助手森地重暉 (SigeakiMORICHI, Assistant) 

ゼラチンモデルを用いた光弾性実険について一onphotoelastic studies on gelatin models 
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-(岡本舜三，山本稔と共著）土木学会第21回年次学術講演概要，第一部， I-24.

第 2 部

教技鈴木 弘 (HiromuSUZUKI, Professor) 

ホットタンデムミルの総合特性に関する研究ーStudieson Characteristics of Hot Tan-

dem Strip Mills一（鎌田正誠と共著）：第 17回塑性加工連合講演会前刷， p.189, 1966. 

11. 

コールドタンデムミルの総合特性に関する研究ーStudieson Characteristics of Cold Tan-

dem Strip Millsー（鎌田正誠と共著）：第 17回塑性加工連合講演会前刷， p.193, 1966. 

11. 

タンデムミルのパススケジュー Jレ計算法，第 1 報• 第 2報ーMillSetting Methods for 

Tandem Strip Mills Part 1 & 2. 一（鎌田正誠と共著）：第 17回塑性加工連合講演会

前刷， p.205, 1966. 11. 

エキスパンダ技術総豆，一英文名省略ー丸善， 1966.7. 

教授平尾 収 (OsamuHIRAO, Professor) 

人ー自動車系としての自動車の走行特性の改善ーImprovementof the Handling Cha-

racteristics of a Vehicle Considered as a man-machine Systemー：（菊地英一• 山田尚

之と共著） 11th FISITA Congressにて講演 1966.6.) 

自動車の排出ガスによる大気汚染についてーProblemsof Air Pollution due to Vehicle 

Emission Gasses. ー：機械学会誌 69. 575. 1966. 

安全性からみた走行特性の問題点ーProblemsyet to be researched on Handling Cha-

racteristics of motor vehicles for safetyー：第 10回自動車技術講習会教材 1966. 10. 

自勁車交氾の問題点とその将来ーProblemsof Motor-Trafic and its future—: 「交通工

学」 1966. 12. 

工学的にみた事故原因とその対策についてーEngineeringProblems and Adequate Mea-

sures for Traffie accidentsー：日本交通科学協議会自動車管理者講習会教材， 1966. 9. 

教授亘理 厚 (AtsushiWAT ARI, Professor) 

機械振動一英文名省略ー丸善， 1966.4. 

安定性に及ぼすタイヤ横剛性の影密―Effectof Lateral Stiffness of Tires on the Stability 

of Vehiclesー：自動車技術会総会焉演会前副， 1966. 5. 

Cornering Motion of an Automobile—和文名省略―: Proc. of 11th Congress of FISIT A, 

1966. 6. 

自勁車の振動ーVibrationsof an Automobileー：機械学会， 自勁車技術会共催東海支部

講習会教材， 1967. 2. 
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教授水町長生 (NagaoMIZUMACHI, Professor) 

ラジアルガスタービンの研究 (No,3, 4)-Researches on the Radial Gas Turbine (No. 

3, 4)ー：（遠藤敏彦・鉢嶺清彦・吉田義章•北野正夫と共著）日本機械学会ガスター

ビン研究分科会研究成果報告書， 日本機械学会， 1967, 3, 

教技田宮 真 (ShinTAMIYA, Professor) 

非対称横揺れの性質について（その 2)-0nthe Characteristics of Unsymmetrical Rolling 

of Ships—造船協会論文集， 120, pp, 62-70, 造船協会， 1966. 12. 

船の安全性と気象，海象ーSafetyof Ships in Relation to ¥Vind and Waves—船の科学，

20, 1, pp 62-67, 船舶技術協会， 1967. L 

教投松永正久 (MasahisaMATUNAGA, Professor) 

遠心バレ）レ研摩法ーResearcheson Centrifugal Bane! Finishing一緒槻学会春季大会前刷

p. llL 1966. 4 

Some Experiments on Centrifugal Barrel Finishingー辿心バレル研廂法に関する二三の

実験ーMetalFinishing (A) 64, 5, 57, may, 1966. 

迫心バレ）レ研摩法（第 2報）ーResearcheson Centrifugal Barrel Finishing (2nd Report) 

一精機学会秋季大会前刷. p. 227. 1966. 11 

教授大島康次郎 (YasujiroOSHIMA, Professor) 

A Digital and Analog Combined Positioning System of Machine-toolsーディジルタ・ア

ナログ組み合せ工作機位四決め制御ー(Co-authors:K. Kimura & T. Manabe) : Pre-

print of 3rd IFAC Congress 9 B 1-11, 1966, 6. 

制御用機器の最近の動向—Recent Trend of Control Components一： 日本機械学会誌，

69, 569, 675-688, 1966. 6. 

教授石原智男 (Tomo-oISHIHARA, Professor) 

ターボ式流体伝動装置の非定常特性（第 2 報）—Non-Steady Characteristics of Hydrody-

namic Drive (2nd Report)-(江守一郎・外 1名と共著）：日本機械学会第 43期通常

総会学術講演会前刷， 1966. 4. および日本機械学会論文築 32, 241, 1966. 9. 

油圧駆動車について―HydrostaticDrives for Automobilesー（油圧駆動研究委員会委員と

共著）：自動車技術会学術講演会前刷， 1966. 4. 

Non-Steady Characteristics of Hydrodynamic Driveーターボ式流体伝動装骰の非定常特性

ー（江守一郎と共著）： The 11th International Automobile Technical Congress, Murich, 

1966. 6. 

Torque Converter as a Vibrator Damper and Its Transient Characteristics一流体卜）レ

クコンバータの動特性ー（江守一郎と共著）： Meeting Paper, Mid-Year Meeting, SAE, 

Detroit, 1966. 6. 
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教技竹中規雄 (NorioTAKENAKA, Professor) 

超硬工具の境界摩耗に関する研究（第 1報）ー府耗形態の観察ー Studieson the Groove 

Wear of Carbide Tool (1st Report) —Observation of Wear Formー（若林忠と共著）

32, 8, 7, 猜機学会， 1966,8. 

工作様械ーMachineTools (伊藤鎮，本田巨範と共編）養賢堂 1966,5. 

機械工学便魏，第 17篇，機械工作（一部執筆）， 日本機械学会， 1967.3. 

助教授植村恒義 (TsuneyoshiUYEMURA, Associate Professor) 

超高速度カメラの試作研究（第 11 報）—Research on New Ultra High-Speed Comera 

(XI)-MLD-7型カメラの製作および試験撮影結果ー（伊藤寛治・篠山伸也と共著）：

第 13回応用物理学関係連合講演会予稿集 p.196. 1966. 4. 

超高速回転体に関する研究（第 1 報）—Research on Ultra High-Speed Rotators (I)-

（吉沢徹と共著）：第 13回応用物理学関係連合講演会予稿集 p.198, 1966. 4. 

高速度写真によるレーザ加工機構の解折研究（第 3報）ーResearchon the Drilling Mecha-

nism of Ruby Laser by High-Speed Photography (III)-(山本芳孝• 宮崎俊行と共著）：

第 13回応用物理学関係連合講演会予稿集 p.199, 1966. 4. 

高速度写真による電子ビーム加工機構の解折研究（第 1報）ーResearchon the Drilling 

Mechanism of Electron-heam by High-Speed Photography (I)-(山本芳孝・日本電気

K.Iく．黒田秀郎• 高田允と共著）：第 13回応用物理学関係連合講演会予稿集 p.200 

-201, 1966. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 13報）ーResearchon Optical tracking for Sound-

ing Rockets (XIII)-(金沢和夫・喜久里股• 田中勝也・小西勇と共著）：第 13回応用

物理学関係連合講演会予稿集 p.208-209, 1966. 4. 

超高速度カメラの試作研究（第 10報）ーResearchon New Ultra High-Speed Camera 

(X)一植村式 MLD-7型超高速度カメラの試作（伊藤笈治・篠山伸也と共著）：昭和

41年度梢機学会春季大会講演会前刷 p. 145-146, 1966. 4. 

超高速回転体に関する研究（第4報）一超高速回転体の空気抵抗ーResearchon Ultra 

High-Speed Rotators (IV)-(吉沢徹と共著）一昭和 41年度精機学会春季大会講演会

前刷 p.147-148, 1966. 4. 

高速度写真によるレーザおよび電子ビーム加工機構の比餃ーResearchon the Drilling 

Mechanism of Ruby Laser and Electron beam by High-Speed Photographyー（山本

芳孝• 宮崎俊行と共著）：昭和 41年度精機学会春季大会講演会前刷 p.149-150 

1966. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 8 報）—Research on optical Tracking for 

Sounding Rockets一（金沢和夫• 田中勝也・喜久里股• 小西勇と共著）：昭和 41年度：

箱機学会春季大会講演会前刷 p.151-152, 1966. 4. 

高速度写真―High-SpeedPhotography一写真技術便買 p.464-486, コロナ社， 1966. 9. 
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助教授 柴田 碧 (HekiSHIBATA, Associate Professor) 

連続体の振動・衝撃一英文名省略ー機械工学年鑑， p.40, 1966. 7. 

複雑な形状をした配管系の振動解析ー系内のエネルギ分布に関連して一英文名省略

（原亮ーと共著）：日本機械学会第 44期全国大会前刷， No.162, p. 25, 1966. 8. 

宇宙船の環境試験としての振動試験の一例一英文名省略一日本会械学会不規則振動調査

分科会報告書， p.37, 1966. 7. 

機器配管系の耐震設計一英文名省略ー：原子力発電所耐震設計に関する渦査報告書（通

商産業省，原子力発電所安全基準委員会，地震対策小委員会） p. 43, 1966. 4. 

原子力発電所の耐震設計の現況一英文名省略ー（秋野金次と共著）：原子力学会誌， 8,

11. p. 614, 1966. 11. 

Some Comments on an Application of Random Vibration Theory to Aseismic Design of 

Piping Systems—確率過程の工学への応用セミナ（東京）， 1966. 5. 

Some Comments on the Randamness of the Strong Earthquake Motions and the Res-

ponses of Piping Systems, ―地震工学国内シンボジウムー（東京）， p.31, 1966. 10. 

助教 授森 政弘 (MasahiroMORI, Associate Professor) 

沸腑プロセスの動特性—Dynamic Characteristics of Boiling Processes一（梅谷・内田と

共著）：第 9回自動制御連合講演会， 174, 1966. 10. 

実験室の自動化（自動滴定装置）ーAutomationin Experiments (Automatic Titrators)-

（山下・鈴木・保志• 白川と共著）：第 9回自動制御連合講演会， 316, 1966. 10. 

プロセス制御で現在欠けているもの一What'sNeeded in Process Control? —計測と制御，

5, 5, 317-320, 1966. 

精製糖工程の総合制御システムーTotalControl System of Sugar Refineries一（沢井・山

口と共著）：計測と制御， 6, 2, 77-90, 1967. 2. 

バイオメカニクスーBiomechanics一（村上と共著）：医用電子と生体工学， 5, 1, 3-10, 

1967. 1. 

電気および電気機器，自動制御—Electrical Engineering and its Apparatus, Automatic 

Controlー新機械工学便買，第 5編， 6章， 7章，理工学社， 1966.

サンプ）レ値制御理論，シーケンス制御—Theory of Sampled Data Control, Sequential 

Controlー機械工学便院，第 2章 2・3, 第 4 章 4• 3, 1966, 9, 日本機械学会．

指の機能と機械の指ーFunctionof Fingers and Mechanical Fingersー自然， 21,10, 17-

26, 1966. 10. 

助教授高 橋幸 伯 (YukinoriTAKAHASHI, Associate Professor) 

LJ形ベローズの解析ーAnalysisof LJ-Shaped Bellowsー（中村康治ほかと共著）：機械学

会論文集， 32-236,555-568, 1966. 4. 

高応力疲労に関する研究の展望—Review of Researches on Low Cycle Fatique Strength 

of Materials—脆性破壊と疲労に関するシンボジウム別刷，造船協会， 1966. 9. 
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船体構造不連続部の低サイクル疲労に関する研究ーStudieson Low Cycle Fatigue 

Strength of Discontinuons Parts of Ship Structureー（寺沢一雄ほかと共著）：日本造船

研究協会報告， 62, 1966. 10. 

わが国の造船分野における低サイクル疲労研究の展望—Review of Studies of Low Cycle 

Fatigue Problems of Ships in Japanー造船協会誌， 448,p. 440-443, 1966. 11. 

助教投川井忠彦 (TadahikoKA WAI, Associate Professor) 

平板の影聾函数とその工学的応用に関する研究(][)-Studieson the Influence Functions 

of Elastic Plates and their Application to Engineering Problems (エー造船協会論文

卦ミ， 119, 1966. 6. 

骨組構造の最小重賊設計に関する研究 (I)-PlasticAnalysis and Minimum Weight 

Design of Multi-Story Plane Portal Frames (I)一造船協会論文集， 119, 1966. 6. 

マトリックス法による船体構造解折に関する研究 (I)-MatrixMethod of Analysis of 

Ship Structures (I)一造船協会論文集， 120, 1966. 11. 

マトリックス構造解折法—Outline of Matrix Method—日本機械学会誌， 70, 576, 

1967, 1. 

助教長佐藤壽芳 (HisayoshiSATO, Associate Proffessor) 

微動による工作機械の勁的特性の測定：日本槻械学会第 43期通常総会前刷， 151, p. 

95, 1966. 4. 

地震工学における不規則振勁論応用の一例：不規則振勁研究分科会報告嘗， p.143, 

1966. 9. 

On the Response Spectrum of the Building-Machine Structure System to the Strong 

Motion Earthquake一建築搬械構造物系の地震時応答について一： Bulletin of JSME, 

9, 36, p. 684, 1966. 11. 

請師梅谷陽二 (YojiUMETANI, Lecturer) 

プロセス自由度の新しい罫定法とその応用ーA New Method for Counting Process 

Freedoms and its Applicationー第9回自動制御連合講演会， 175,1966. 10. 

沸腑プロセスの動特性—Dynamic Characteristics of Boiling Processes一（森，内田と共

著）：第 9回自動制御連合請演会， 174, 1966. 10. 

助手合田周平 (ShuheiAIDA, Assistant) 

神経細胞モデル IMICTRON による梢報処理—Information Processing Systems by Arti-

ficial Neuron, IMICTRON—昭和 41 年電気四学会連合大会前刷， 1905, 1966. 4. 

IMICTRONによる制御系ーA Feedback Control System by the IMICTRON—：日本

ME学会大会前測， 233, 1966. 7. 

IMICTRON Modulated Feedback Control Systems—計測自勁制御連合大会予稿， 1966,

10. 

生理学的 On,Off Logic—Nerophysiological On and Off Logics電気通信学会全国大会

145 



前刷， 93, 1966. 11. 

第 3 部

教授藤高周平 (ShuheiFUJITAKA, Professor) 

Report on the Lightning Flash Counter Measurement for the 1965 Lightning Season 

ー1965年度雷雨期における雷放電カウンタ測定報告ー(Y.Hirose, S. Tsurumi, K. 

Kinoshitaと共著）： CIGRE Study Committee 8, Lightning and Surges, Working 

Group: Lightning Flash Counter, (Paris) 1966. 6. 

がいし塩害監視の一方式ーA Method on Monitoring the Salt Pollution of the Insulators. 

-(藤田良雄・大平矩史と共著）：昭和 41年電気学会東京支部大会論文集， 356,1966. 

電気工学ハンドブックーElectricalEngineering Handbookー（編集）， 1966. 12. 

教授森脇義雄 (Yoshio MORIWAKI, Professor) 

パルス分配式多チャネル波高分析器の制御回路—The Control Circuit of a Multichannel 

Pulse Height Analyzer of a Pulse Distribution Systemー（高羽禎雄・嶽沢維徳と共

著）：昭和 41年電気学会連合大会論文集， 283, 1966. 4. 

多段遅延線路記岱式波高分析器の計数損率—The Counting Loss of a Pulse Height 

Analyzer with a Multi-stage Delay Line Memoryー（高羽禎雄・木下英実と共著）：

昭和 41年電気 4学会連合大会論文集， 284.1966. 4. 

パルス分配式多チャネル波高分析器のモンテカルロ法による特性計算―Calculationof 

the Characteristics of a Multichannel Pulse Height Analyzer of a Pulse Distribution 

System by the Monte Carlo Methodー（田淵謹也と共著）：昭和 41年電気 4学会連合

大会論文集， 285, 1966. 4. 

3 段遅延線路式波高分析器の計数損率—The Counting Loss of a Pulse Height Analyzer 

using a Three Ttage Delay Line Memoryー（高羽禎雄• 木下英実と共著）：昭和 41

年度電気通信学会全国大会論文集， 110, 1966. 11. 

教授沢井善三郎 (ZenzaburoSA WAI, Professor) 

精製糖工程の総合制御システムーTotalControl System of Sugar Refineryー（森政弘・

山口楠雄と共著）：計測と制御 6, 2, p. 77-90, 1967. 2. 

2相サーボモータのシミュレーションーSimulationof Two-Phase Servomatorー（原畠文

雄と共著）：アナログ技術研究会盗料 6, 5, p. 37-51, 1966, 7. 

スイッチ索子を用いた交流サーボ増幅器ーA.C. Servoamplifier with switching elements. 

（原島文雄・内田克己と共著）：計測自動制御学会第 5回学術講演会予稿集， 505,1966. 9. 

教授斎藤成文 (ShigebumiSAITO, Professor) 

GaAs Franz-Keldysh効果の測定ーMeasurementfor Franz-Keldysh Effect of GaAs— 

（小関健と共著）：電気四学会連合大会， 1966.4. 
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光電子放出によるショット雑音の軽減係数の測定—Measurement of Shot-noise Reduc-

tion Factor by Photoemissionー（藤井陽ー・有広克己と共著）：電気四学会連合大会，

1966. 4. 

レーザ・コマンド装四ーLaserCommand Systemー（藤井陽一• 林一雄・梶谷光男と共

著）：電度通信学会全国大会， 1966. 11. 

レーザ変流器ーLaserCurrent Transformerー（浜崎襄二• 藤井附ー• 横山幸嗣・大野農

と共著）電気通信学会全国大会， 1966. 11. 

ドップラ追尾受信装置ーDopplerTracking Receiverー（野村民也• 佐藤嘉ー・小塩立吉

と共著）：電気通信学会全国大会， 1966. 11. 

マイクロ波を利用した超高圧用変流器ーMicrowaveCurrent Transformer for Extremely 

High Voltageー（大野翌•喜連川隆• 中原昭次郎・立川消兵衛と共著）：電気通信学会

全国大会， 1966. 11. 

The Laser Current Transformer for EHV Power Transmission Lines—超高圧レーザ変

流器ー（藤井陽一• 浜崎襄二• 横山幸嗣・大野豊と共著）： 4th Internatio~al Quantum 

Electronics Conference, 1966. 4. (第4回墜子エレクトロニクス国際会議）， URSIXVth

General Assembly, 1966. 9. (第 15回電波科学研究連合総会）

進行波型光位相変調器—Traveling Wave Optical Phase Modulatorー（木村逹也と共著）

電気通信学会最子エレクトロニクス研究会， 1967. 1. 

単一周波数光メーザの実険—Experiments on Single Frequency Optical Maserー（木村達

也と共著）：電気通信学会皇子エレクトロニクス研究会， 1967. 1. 

横型光電子増倍管によるレーザ復調―Detectionof Laser Light with the Crossed Field 

Photo-multiplierー（小川宏• 田口昇• 藤井合と共著）：電気通信学会批子エレクトロニ

クス研究会， 1967. 1. 

教授尾上守夫 (MorioONOE, Professor) 

ガラス超音波遅延回路の温度係数—Temperature Coefficient of Glass Ultrasonic Delay 

Lines一（望月雄蔵と共著）：昭和 41年電気四学会連合大会講演論文集， No.927, 

1966. 4. 

温度補微水晶発振器の自動測定回路ーAutomaticCircuit for Measuring Characteristics 

of Temperature Compensated Crystal Oscillatorー(M.A.Azizと共著）：昭和 41年電

気四学会連合大会講演論文集， No.1387, 1966. 4. 

工サキ・ダイオード水晶発振器の非直線解析—Non-linear Analysis of Esaki Diode 

Crystal Oscillatorー（高岡禎と共著）：昭和 41年電気四学会連合大会講演論文集 No.

1386, 1966. 4. 

High Frequency Crystal Filters Employing Multiple Mode Resonators Vibrating in 

Trapped Energy Modesーエネルギとじこめ形多重モード振動子を用いた高周波水晶

フィルターc+文字弘道・小堀直正と共著）： 20th Frequency. Control Symposium, 

Atlantic City, N. J., 1966. 4. 
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Useful Formulas for Piezoelectric Ceramic Resonators and Their Application to Measure-

ment of Parameters : 圧電セラミック共振子に関する実用的計罫式とそれを使った定

数測定法ー（十文字弘道と共著）ーJ.Acoust. Soc. Am. 39, 6, 1223. 1966. 6. 

Multiple Mode Piezoelectric Resonators—多重モード圧電振動子， J. Acoust. Soc. Am.-

39, 6, 1223. 1966. 6. 

Piezoelectric Resonators Vibrating in Quasi-Degenerative Modes of Longitudinal and 

Flexural Vibrations—たて・屈曲多重モード圧電振動子ー（十文字弘道と共著）： 1966, 

Ultrasonic Symposium, Cleveland, Ohio D-5, 1966. 10. 

水晶X板を使用した“たて—屈曲多重モード振動子”ーMultiple Mode Resonators Vibra-、

ting in Longitudinal and Flexural Vibrations Using X-Cuts of Quartz Crystalー c+
文字弘道と共著）：音密学会講演論文集， No.1-1-3, 1966. 11. 

三重モード高周波水晶フィルタ—High Frequency Quartz Crystal Filter Employing 

Tripple Mode Resonatorsー（小堀直正と共著）：昭和 41年電気通信全国大会， No.140, 

1966. 11. 

縮退形多重モード圧電振動子ーMultipleMode Resonators Vibrating in Degenerative 

Modes—昭和 41 年電気通信全国大会， No. 141, 1966. 11. 

たて—屈曲多重モード圧電振動子ーPiezoelectric Multiple Mode Resonators Vibrating 

in Longitudinal and Flexural Vibrations一（十文字弘道と共著）：昭和 41年電気通信

全国大会， No.142, 1966. 11. 

屈曲一屈曲多重モード圧電振動子ーPiezoelectricMultiple Mode Resonators Vibrating in 

Flexural-Flexural Modesー（高岡禎と共著）：昭和 41年電気通信全国大会 No.143, 
1966. 11 

鋼板中の Lamb 波の減衰の周波数特性—Frequency Dependense of Attenuation of Lamb 

・waves in Steel Platesー（山田博章と共著）：昭和 41年度電気通信全国大会， No.150, 

1966. 11. 

等価単線輪群による渦流検査用コイルの解析ーAnalysisof Coils for Eddy Current 

Testing by Means of Equivalent Single Turn Coils一（市川初男と共著）：昭和 41年

電気通信全国大会， No.167, 1966. 11. 

プラッグ反射を利用した超音波光変調器における偏波面の回転―Rotationof Plane of 

Polarization in an Ultrasonic Light Modulator Utilizing Bragg Diffractionー（渡辺誠

ーと共著）：昭和 41年電気通信全国大会， No.520. 1966. 11. 

水晶発振子が薄膜回路拡盤を兼ねる超小型水晶発振器ーA Miniature Crystal Oscillator 

in which a Quartz Crystal Plate Serves as a Substrate for Thin Film Circuits as well 

as a Vibratorー（江口征夫と共著）：昭和 41年電気通信全国大会， No.641, 1966. 11. 

三方晶形 (Sm)結晶の弾性および圧電定数の決定ー特にタンタル酸リチウムおよびニ

オブ酸リチウムについて—Determination of Elastic and Piezoelectric Constants for 

Crystals in Class (3 m)-(A. W. Warnerと共著）：電気通信学会，超音波研究会資

料， 1967. 2. および 1966.Ultrasonic Symposium, Cleveland, Ohio, C-6, 1966. 10. 
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ステップ設による探触子ダンピングの測定―Determinationof Damping Factor of Ultra-

sonic Transducer from Step Responseー（山田博章と共著）：非破壊検査， 15, 2, II-

3, p, 68, 1966. 2. 

渦流検査用有限長ソレノイド・コイルの特性—Characteristics of Finite Solenoidol Coils 

for Eddy Current Testingー（市川初男と共著）：非破壊検査 15, 2, 皿ー2, p. 73, 

1966. 2. 

教校安達芳夫 (YoshioADACHI, Professor) 

二重指数分布に品づく部品故障データの解折ーAnalysisof Components Failure Data 

Based on Double Exponential Distributionー（塚田俊久と共著）：信学誌， 48,10, 1896, 

1966. 10. 

助教長浜崎襄二 (JojiHAMASAKI, Associate Professor) 

超伝遅を用いた低損失マイクロ波炉波器ーLow-LossMicrowave Filter Using Super-

conductine wallー（岡本紘と共著）：昭和 41年屯気四学会連合大会講演論文集， 1080,

1966. 4. 

プリント回路を利用した VHF 帯円偏波アンテナ用電力分配器の試作—Printed Circui-

tory Power Distributor for a Circularly Polarized VHF Antennaー（赤尾宗ー・座間知

之・市川満と共著）：昭和 41年度電気通信学会全国大会， 363,・1966. 10. 

SHF幣広帯域ストリップ線 3db方向性結合器の試作ーWide-Band-Strip-Linn3db Direc-

tional Conplerー（赤尾宗ーと共著）：昭和 41年度電気通信学会全国大会， 364, 1966, 

10. 

助教授河村達雄 (TatsuoKAWAMURA, Associate Professor) 

The Step Response of Measuring Systems for High Impulse Voltage—急峻波頑インパ

｝レス測定系のステップレスポンスー(F.C. Creed, G. Newi と共著）： IEEE Winter 

Power Meeting (New York) 31 pp. 67-90, 1967. 2. 

Turbulent Heating of Electrons in a Magnetically Confined Plasma—磁界中に閉じ込め

られたプラズマの電子温度上昇ー(H.de Kluiver, A. W. Trivelpiece, V. T. Zaviantseff 

と共著）： American Physical Society Meeting, (Minneapolis) CC 4, 1966. 6. 

助教授山口楠雄 (KusuoYAMAGUCHI, Associate Proffessor) 

バッチと連続プロセスの混在する工程の制御―ControlSystem for the Plant Composed 

of Batch and Continuous Processes—計恨1J と制御， 5, 5, p. 325-331, 1966, 5. 

精製糖工程の総合制御システムーTotalControl System of Sugar Refinary—計測と制御，

6, 2, p, 77-90. 1967, 2. 

助教 長 高 羽 禎 雄 (SadaoT AKABA, Associate Professor) 

パルス分配式多チャネル波高分析器の制御回路ーA Control Circuit in the Pulse Distri-
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buting System for the Multichannel Pulse Height Analyzerー（森脇義雄・嶽沢椎徳と

共著）：昭和 41年度電気四学会連合大会講演論文集， 283, 1966. 4. 

多段遅延線路記岱式波高分析器の計数損率ーRateof Counting Loss in a Pulse Height 

Analyzer with a Multistage Delay Line Memoryー（森脇義雄・木下英実と共著）：昭

和 41年電気四学会連合大会講演論文集， 284, 1966. 4. 

3段遅延線路記憶式波高分析器の計数損率ーRateof Counting Loss in a Pulse Height 

Analyzer with a Three Stage Delay Line Memoryー（森脇義雄，木下英実と共著）：

昭和 41年度電気通信学会全国大会論文集， 110, 1966. 11. 

MOS型 FETを用いた電圧保持回路ーA Sample Hold Circuit with MOS-FET's as its 

Elementsー（森脇義雄•西森武弘と共著）：昭和 41 年度電気通信学会全国大会論文集，

658, 1966, 11. 

助教授安田靖彦 (YasuhikoYASUDA, Associate Professor) 

テレメーターTelemetryー（野村民也と共著）： 電気通信学会雑誌， 49, 11, p. 2058, 

1966. 11. 

助 教 授藤井陽一 (Y面chiFUJII, Associate Professor) 

The Laser Current Transformer for EHV Power Transmission Lines—超高圧レーザ変

流器ー（斎藤成文• 横山幸嗣• 浜崎製ニ・大野幾と共著）： 4th International Quantum 

Electronics Conference, 1966. 4. (第4回最子エレクトロニクス国際会議）， URSI

XVth General Assembly 1966. 9. (第 15回電波科学研究連合総会）

光学的ファラデー効果とサーキュレーターOpticalFaraday Rotation and its Application 

to Optical Circulatorー（横山幸嗣• 大野正夫と共著）：昭和 41年電気 4学会連合大会

論文集， 1001, 1966. 4. 

学光的微小損失の測定法ーPrecisionMeasurement of Optical Small Losses一（白石敏と

共著）：同上， 1012.

光学的共振器の干渉縞のできる条件—Fringes of Optical Cavity Resonatorsー（菅野嘉昭

と共著）：同上， 1029.

プランクの放射公式と雑音ーPlankNoiseー同上， 1062.

光電子放出によるショット雑音の軽減係数の測定―Measurementof Shot-Noise Reduc-

tion by Photoemissionー（斎藤成文・ 有広克己と共著）：同上， 1185.

ガス・レーザ周波数安定度ーFrequencyStabilized Gaseous Laserー（菅野嘉昭と共著）：

電気通信学会盤子エレクトロニクス研究会資料， 1966.6. . 

レーザ・コマンド装翫（レーザ部）ーLaserCommand System-(斎藤成文• 林一雄・ 梶

谷光男と共著）：電気通信学会全国大会， 227, 1966. 11. 

レーザ変流器ーLaserCurrent Transformerー（斎藤成文• 浜崎襄ニ・横山幸翫・大野豊

と共著）：同上， 529.

光電効果のパラメトリック・モデルーParametricModel of Photoemissionー同上， 509.
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ガスレーザ出力と周波数安定の関係—Output and Frequency Stapility of Gaseous Laser 

ー（白石敏と共著）同上， 514.

助 教 授 高 木 幹 雄 (MikioTAKAGI, Associate Professor) 

PCM同期方式ーPCMSynchronizationー第 289回工経連講座「PCMの柚礎と新技術」

テキスト， 1966. 3. 

広域データ通信用簡易集線装四ーA Simplified Concentrator for Wide Area Data Com-

municationー（猪瀬博• 島直• 宮山忠宏と共著）：東京大学工学部附屈綜合試験所年報，

第24年第2号， 33-39, 1966. 3. 

1ビットの同期バルスを用いたディジタル情報伝送における同期の一方式ーA Method 

of Group Synchronization in Digital Information Transmission Using Unity Syn-

chronization Bit一（藤本洋と共著）：昭和 41年度電気四学会連合大会講演論文集， No.

16, 58, 1966. 4. 

蓄積および速度変換機能を有するデータ集中および分配方式ーDataConcentration and 

Distribution System with Capabilities of Message Storage and Speed Conversionー

（猪瀬博•長沢睛美と共著）：電気通信学会雑誌 49, 5, 868-875, 1966. 5. 

データ交換方式―DataExchange Systemsー（猪瀬博• 中込雷男と共著）：電気通信学会

雑誌 49, 6, 1184-1194, 1966. 6. 

最新のパルス回路—Pulse Circuit一第 307回工経連講座「最新のパルス回路」テキスト，

1966. 9. 

フレーム相関によるディジタル情報伝送における同期方式の検討ーAMethod of Frame 

Synchronization in Digital Information Transmission Featuring Frame Correlationー

昭和 41年度電気通信学会全国大会講演論文集， No.1079, 1966. 11. 

助手藤田良雄 (YoshioFUJITA, Assistant) 

がいし塩害監視の一方式ーA Method on Monitoring the Salt Pollution of the Insulators 

-(藤高周平・大平矩史と共著）：昭和 41年電気学会東京支部大会論文集， 356,1966. 
11. 

助手 十 文 字 弘 道 (HiromichiIOMONJI, Assistant) 

High Frequency Crystal Filters Employing Multiple Mode Resonators Vibrating in 

Trapped Energy Modesーエネルギとじこめ形多重モード振勁子を月いた高周波水晶

フィルター（尾上守夫・小堀直正と共著）： 20th Frequency Control Symposium, At-

lantic City, N. J., 1966. 4. 

Useful Formulas for Piezoelectric Ceramic Resonators and Their Application to Mea-

surement of Parameters—圧電セラミック共振子に関する実用的計邸式とそれを使っ

た定数測定法ー（尾上守夫と共著）： J. Acoust. Soc. Am. 39, 6, 1223. 1966. 6. 

Piezoelectric Resonators Vibrating in Quasi-Degenerative Modes of Longitudinal and 

Flexural Vibrations—たて・屈曲多重モード圧電振動子ー（尾上守夫と共著）： 1966 
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Ultrasoni Symposium, Cleveland, Ohio, D,-5, 1966. 10. 

水晶 X板を使用した“たて—屈曲多重モード振動子”ーMultiple Mode Resonators Vibra-

ting in Longitudinal and Flexural Vibrations Using X-Cuts of Quartz Crystalー（尾

上守夫と共著）：音愕学会講演論文集， No.1-1-3, 1966. 11. 

たて—屈曲多重モード圧電振動子—Piezoelectric Multiple Mode Resonators Vibrating in 

Longitudinal and Flexural Vibrations一（尾上守夫と共著）：昭和 41年電気通信全国

大会 No. 142. 1966. 11. 

助手市川初男 (HatsuoICHIKAWA, Assistant) 

渦流検査用有限長ソレノイド・コイルの特性ーCharacteristcsof Finite Solenoid Coils for 

Eddy Current Testing-(尾上守夫と共著）：非破壊検査， 15, 2. ][-2. p. 731966. 2. 

等価単線輪群による渦流検査用コイルの解祈ーAnalysisof Coils for Eddy Current Test-

ing by Means of Equivalent Single Turn Coilsー（尼上守夫と共著）：昭和 41年電気

通信全国大会， No.167, 1966. 11. 

助手山田博章 (HiroakiYAMADA, Assistant) 

ステップ波による探触子ダンピングの測定ーDeterminationof Damping Factor of Ultra-

sonic Transdueer from Step Response. 一（尾上守夫と共著）：非破壊検査， 15,2, JI-3 

p. 68, 1966. 2. 

鋼板中の Lamb波の減衰の周波数特性ーFrequencyDependense of Attenuation of Lamb 

Waves in Steel Platesー（尾上守夫と共著）：昭和 41年電気通信全国大会 No.150, 

1966. 11. 

第 4 部

教授菊池真一 (ShinichiKIKUCHI, Professor) 

シアニン色素の吸収極大波長と感光極大波長の計卵—The Calculation of the Wave 

Length of Absorption Peak and Sensitivity Peak of Photographic Sensitizing Cyanine 

Dyesー（谷忠昭と共著）：エ化誌， 69, 2049, 1966. 

ミアニン色索の冗電子エネルギ準位とボーラロ半波電位との関係—Relation between 

Electronic Energy Levels and Polarographic Half-vVave Potentials of Cyanine Dyes 

-(谷忠昭と共著）：エ化誌 69, 2053, 1966. 

乳剤中の臭化銀粒子に吸許したシアニン色素のイオン化エネルギと励起準位の計卵―

Calculation of the Ionization Potential and the Excited Electronic Energy Level of 

Cyanine Dyes Adsorbed on Silver Bromide Grains in Emulsionー（谷忠昭と共著）：エ

ィヒ犀恙， 69, 2237, 1966. 

シアニン色索とアザシアニン色素の電子親和力の計邸と写真作用の考察—The Calcula-

tion of the Electron Affinity of Cyanine and Azacyanine Dyes and Discussions on 

their Photographic Effects一（谷忠昭と共著）：エ化誌 70, 6, 1967. 
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ボリケイ皮酸ビニールの感光性—The Photosensitivity of Polyvinylcinnamateー（中村賢

市郎と共著）：日化誌， 87,930, 1966. 

水溶液中におけるアシドペンタアンミンコバルト (ill)錯イオンの光分解反応ーPhoto-

decomposition of Acidopentammincobalt (ill) complex Ions in Aqueous Solutionー

（篠塚則子と共著）：日化誌 87,413, 1966. 

The Calculation of the Electronic Energy Levels of Various Photographic Sensitizing 

and Desensitizing Dyes in Emulsionー乳剤中における種々の写真用増感および減感色

素の電子エネルギー準位の計邸ーー（谷忠昭と共著）： Photo. Sci. Eng. 11, 3, 1967. 

Electronic Structure and Photodecomposition of Benzenediazonium Saltーベンゼンジア

ゾニウム塩の電子構造と光分解ー（鋤柄光則と共著）： Bull. Chem. Soc. Japan, 40, 

1967. 

教授江上一郎 (IchiroEGAMI, Professor) 

マグネシウムの特殊電解製錬法に関する研究（第 7報，第8報）ーStudyon Production 

of Magnesium by New Electrolytic Process(Vll, \皿）ー（明石和夫• 鈴木鉄也と共著）：

日本鉱業会誌， 82, 935, 313-319, 1966. 

教授浅原照 三 (TeruzoASAHARA, Professor) 

脂肪族過酸化物とハロゲンとの反応に関する研究（第 4報）シクロヘキサン溶媒中にお

けるジオクタノイルペJレオキシドと四臭化炭素の反応ーStudieson the Reaction of 

Aliphatic Peroxide with Halogen. IV. Reaction of Dioctanoyl Peroxide with Carbon-

tetrabromide in Cyclohexaneー（雑賀大弐と共著）：油化学， 15, 17, 1966. 

ソフト型合成洗剤ーSoft-typeSynthetic Detergentー化学工場， 4, 2, 1966. 

ヨウ化物とエチレンのテロメル化反応—Telomerization of Ethylene and Alkyl Iodides— 

（佐藤琉と共著）エ化誌， 69, 637, 1966. 

種々の触媒および溶媒を用いた Bープロビオラクトンの開環重合ーStudieson Aliphatic 

Polyesters. V. The Ring-Opening Polymerization of /3-Propiolactone with Various 

Catalysts and Solventsー（片山志宮と共著）：エ化誌， 69,725, 1966. 

エチレンと四塩化炭素のテロメリゼーションにおける芳香族溶媒の添加効果—The

Effect of Added Aromatic Solvent on the Telomerization of Ethylene and Carbon 

Tetrachlorideー（平野二郎と共著）：エ化誌 69, 130, 1966. 

エチレンと四塩化炭索のテロメリゼーションにおける水酸陥溶媒の添加効果ーThe・

Effect of Added Hydroxylic Solvents on the Telomerization of Ethylene and Carbon 

Tetrachlorideー（平野二郎と共著）：エ化誌 79, 1355, 1966. 

金屈塩の存在下のエチレンと四塩化炭素のテロメリゼーションーTheEffect of Added 

Metallic Salts on the Telomerization Reaction of Ethylene and Carbon Tetrachloride 

-(平野二郎と共著）：エ化誌 69, 1518, 1966, 

アミンを開始剤とするエチレンと四塩化炭素のテロメリゼーション―Telomerizationof 
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Ethylene and Carbon Tetrachloride Initiated by Amines一（平野二郎と共著）：工業

化学雑誌， 69, 1512, 1966. 

企プロビオラクトンの重合反応と生成物の構造ーPolymerizationof /3-Propiolactone and 

otructure of the Resulting Polymersー（片山志富と共著）：工化誌， 69, 2179, 1966, 

酢酸ヒ‘二）レと四塩化炭素とのテロメリゼーション―TheTelomerization of Vinyl Acetate 

with Carbon Tetrachlorideー（巻島徳雄と共著）：エ化誌， 69,2173, 1966. 

The Ionic Telomerization of Conjugated Diene Compounds. I. The Cationic Telomeri-

zation of Butadiene with Its Hydrochlorides at Low Temperatures一共役系ジエン化

合物のイオン・テロメリゼーション I.プタジエンとその塩酸付加物との低温におけ

るカチオン・テロメリゼーション一（木瀬秀夫と共著）： Bull. Chem. Soc. Japan, 39, 

2739, 1966. 

:Some Observations on a Continuous Telomerization Reaction一連続式テロメリゼーショ

ン反応に関する二，三の考察ー（平野二郎と共著）： Bull. of the Japan Petroleum Inst., 

9, 26, 1967. 

Solvent Effects inTelomerization Reactionーテロメリゼーション反応における溶媒効果一

（平野二郎と共著）： Bull. Japan Petroleum Inst., 9, 32, 1967. 

教授加藤正夫 (MasaoKATO, Professor) 

河川における汚濁水の拡散についてーOnan Application of Isotope Techniques to Polu-

tion Problem in Riverー（佐藤乙丸• 井上健と共著）：第 7回日本アイソトープ会議報

文集， 364, 1966. 5. 

民間原子炉の現状と果すべき使命ーThePresent Status of Private Reactors and their 

Mission in the Field of Isotope Techniqueー：同上， 609, 1966. 5. 

アイソトープ工業利用に関する懇談会内容解説ーA report on Confabulation Meeting 

for Industrial Uses of Radioisotopesー：同上， 950, 1966. 5. 

Recent Development of Industrial Application of Radioisotopes in Japanーわが国のアイ

ソトープ工業利用の最近の進歩ー：同上， 537, 1966. 5. 

アイソトープ会議を終うて一Impressionsthrough the 7th Radioisotope Conference一原

子力産業新聞， 355, 1966. 5. 

高カア）レミニウム合金の諸性質とその熱処理—High Strength Aluminium Alloys, their 

Properties and Heat-treatments—最近の強カア）レミニウム合金の加工技術講習会テキ

スト， 日刊工業新聞社， 1-30, 1966. 8. 

The Measurement of Circulation Retention Times and Flow Patterns in an Nickel 

Electrolytic Refinery Using Radioisotope Tracersーアイソトープトレーサ法によるニ

ッケル電解工場内の電液の滞留時間および流れの測定ー： IAEA Symposium on 

Radioisotope Tracers in Industry and Geophysics, Prague, SM 84/34, 1966. 11. 

アイソトープ発電機の開発現状—Recent Development of Radioisotopic Power Genera-

tors一：原子力工業， 12, 12, 28, 1966. 

154 



アメリカにおけるアイソトープの利用現況—Present Status of Industrial Uses of Radio-

isotopes in America. —原子力工業 13, 1, 5, 1967. 

アルミニウム鋳物別鋳込引張試険用鋳型の決定に関する研究ーChoiceof Mold Shapes 

for the Tensile Test of Aluminum Cast Alloys—軽金属 17, 1, 38, 1967. 

アイソトープの工業利用ーIndustrialUses of Radioisotopes一：原子力産業新聞“窓”桐，

379, 1967. 2. 

二つの IAEAシンボジウムに出席して（上，下）ーShortReport on Two IAEA Symposia. 

No. 1, No. 2, ー：原子力産業新間， 381, 382, 1966. 3. 

アルミニウム合金鋳物の現状と将来ーAluminiumCast Alloys, Today and the Future 

一新しいア）レミニウム合金鋳物講習会テキスト：軽金屈愉会， 35, 1967. 3. 

教授野崎 弘 (HiroshiNOZAKI, Professor) 

古典熱力学から新熱力学ヘ―Classicaland New Thermodynamics—総合図書， 1966. 9. 

四塩化チタンの加水分解による酸化チタンの結晶生成過程とその物性—The Processes 

of Crystal Formation of Titanium Dioxide by Hydrolysis of Titanium Tetrachloride 

and the Physical Properties of the Crystalー（飯田武揚と共著）：工業化学雑誌， 69,

11, 2087, 1966. 

Ti02 の光雷気的物性—The Photoelectric Properties of Ti02ー（飯田武揚と共著）： チ

タニウム， 14, 2, 3, 1966. 

教授雀部高雄 (TakaoSASABE, Professor) 

固液共存温度附近における銑鉄中の球状黒鉛の晶出について（銑鉄の疑固過程に関する

研究 1)-Onthe Formation of Spheraidal Graphite in the pig iron at the Neighbo-

ring Temperatures of Solid-Liquid Coexisting Ranges of Iron Carbon phase-Equil' 

brium Diagram (大蔵明光と共著）ー：鉄と鋼， 52, 9, 1966. 9. 

将来の製鉄法について一Onthe Future of Iron-makingー鉄と鋼， 52, 12, 1966. 12. 

教授山辺武郎 (TakeoYAMABE, Professor) 

定常状態にある熱力学的系の自由度—On the Degree of Freedom of the Thermodynamic 

System at a Stationary Stateー（鈴木喬・妹尾学と共著）：日化誌， 87,1147, 1966. 11. 

イオン交換膜法（塩および海水の資源的開発特集 3)ーIon-Exchange Membrane 

Process (Review, No. 3, Development of Resources of Sea Salt and Sea Water)-

海水誌， 19, 311, 1966. 

イオン交換膜電気透析における濃度分梧現象について (I)一般論と塩化ナトリウム溶液

系の限界電流密度—On the Concentration Polarization Effect in the Electrodialysis 

Using Ion-Exchange Membranes (I) General Remarks and the Limiting Current 

Densities in NaCl Systems (妹尾学・山県和子と共著）：電気化学， 34, 770, 1966. 9. 

イオン交投膜電気透折における濃度分極現象について (II)種々のイオン系および膜に

おける限界電流密度—On the Concentration Polarization Effect in the Electrodialysis 
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Using Ion心exchangeMembranes (II) The Limiting Current Densities in Various 

Electrolyte and Membrane Systemsー（妹尾学・山県和子と共著）：電気化学， 34,820, 

1966. 10. 

The Rheological Behavior of Suspensions of Ion壬ExchangeResin Particlesーイオン交換

樹脂粒子の懸濁液のレオロジ一（妹尾学と共著）： Bull. Chem. Soc. Japan, 39, 776, 

1966, 4. 

イオン交換および溶媒抽出—Ion Exchange and Solvent Extraction-(妹尾学と共著）：

電気化学の進歩 (1963-65),31-37. 1966. 

教授中村亦夫 (MatoaNAKAMURA, Professor) 

2ープロパノール以外の極性溶剤中におけるセルロースグリコーJレ酸ナトリウムの製造一

Studies on the Preparation of Sodium Cellulose Glycolate by Use of polar Solvents 

as Reaction Media without Propanolー（渡辺鋼市郎と共著）：工化誌， 69,278, 1966. 

非極性溶剤中におけるセルロースグリコール酸ナトリウムの製造ーStudieson the Prep-

aration of Sodium Cellulose Glycolate by Use of Non-Polar Solvents as Reaction Media 

-(渡辺鋼市郎と共著）：エ化誌， 69, 1923, 1966. 

セルロースグリコール酸ナトリウムの浸透圧に関する研究ーStudieson the Osmotic Pre-

ssure of Sodium Cellulose glycolateー（渡辺鋼市郎と共著）：工化誌 69,1926, 1966. 

セルロースグリコール陵ナトリウム溶液の動的粘弾性に関する研究ーDynamicMea-

surement on Viscoelasticity of Sodium Cellulose glycolate Solutionsー（渡辺鋼市郎と

共著）：エ化誌， 69, 1983, 1966. 

CMC 溶液の揺変構造と流動弾性—Thixotropic Structures and Fluid Elasticity of Car-

boxymethyl cellulose Solutions一（黒岩城雄• 金昌中と共著）：高化誌 23,7, 1966. 

非ニュートン流停止後の応力緩和 (I)-StressRelaxation Following Non-Newtonian 

Flow (I)-(黒岩城雄と共著）：高化誌， 23, 585, 1966. 

非ニュートン流停止後の応力緩和 (II)-StressRelaxation Following Non-::--Jewtonian 

Flow (II)-(黒岩城雄と共著）：高化誌， 23, 658, 1966. 

ボリアクリ Jレ酸ナトリウムのレオロジ的特性ーSomeRheological Properties of Sadium 

Palyacrylate Salntionー（黒岩城雄と共著）： Bull. Chem Soc Japan ]39, 1602, 1966. 

教授武藤義ー (GiichiMUTO, Professor) 

液体クロマトグラフィにおける陰イオンの二次電量的検出法ーIndirectcontrolled poten-

tial Coulometric Determination of Anions in Liquid Chromatography-(高田芳矩ら

と共著）：分析化学， 15, 6, 573, 1966. 6. 

定電位クーロメトリーによるパラジウム合金の分析―ControlledPotential Coulometric 

Analysis of Palladium Alloyー（高田芳矩と共著）：分析化学， 15, 8, 862, 1966, 8. 

ガスクーロメトリーGasCoulometryー（高田芳矩と共著）：日化誌， 88,1, 107, 1967, 1. 
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助教授西川精ー (SeiichiNISHIKAWA, Associate Professor) 

Cu-Cr合金の復元現象について一OnReversion Phenomena of Cu-Cr Alloys一（長田和

雄・小林繁美と共著）：日本金属学会誌， 30, 8, p. 302-307, 1966. 8. 

Cu-Fe合金の時効および復元現象について―OnAgeing and Reversion Phenomena of 

Cu-Fe Alloysー（長田和雄・小林繁美・八田徳寿と共著）：日本金属学会昭和 41年秋

期請演会，シンボジウム講演予筍集， p.69-70, 1966. 10. 

Al-0. 3% Zr合金の再結晶特性について―RecrystallizationCharacteristics of Al-0. 3% Zr 

Alloysー（長島・沢口と共著）：軽金属， 16, 6, p. 5-13, 1966. 6. 

助教授原善四郎 (ZenshiroHARA, Associate Professor) 

金屈粉の瞬間抵抗焼結法に関する研究（第 1 報）—Ni 80-Cr 20合金の抵抗焼結について

-1st Reports of the Study on the Flash Resistance Sintering of Metallic Powderiー

Resistance Sintering of Ni 89-Cr 20 Alloy-(坂井徹郎・屈崎俊治・板桐正雄と共著）：

粉体および粉末冶金， 12, 260, 1965. 

助教授後藤信行 (NobuyukiGOTOH, Associate Professor) 

pートリー）レ酸アミドのホフマン分解—The Hofmann Reaction of p-Toluamideー（永井

芳男・上野恒明と共著）：工業化学雑誌， 69, 1561, 1966. ; 日本化学会第 19年会予

稿集皿， 379, 1966. 

p, p'ージメチルベンゾフェノンのアルカリ融解ーTheAlkaline Fusion of p, p'-Dimethyl-

benzophenoneー（永井芳男・上野恒明と共著）：日本化学会第 19年会予稿集皿 410,

1966. 

ポリフェニ｝レイミンの合成ーSynthesesof Polyphenyliminesー（永井芳男・下烏明夫と共

著）：日本化学会第 19年会予稿集 V, 101, 1966. 

ピラゾー）レヒドロアジン型建染め染料の合成ーSynthesesof Pyrazolehydroazine Vat 

Dyes一（永井芳男・君島二郎と共著）：エ化誌， 70, 66, 1967. 

ビラゾー）レヒドロアジン型建染め染料のハロゲン化ーHalogenationof Pyrazolehydroa-

zine Vat Dyesー（永井芳男・君島二郎と共著）：エ化誌， 70, 72, 1967. 

3,5,6—トリクロルアセナフテンの合成—The Synthesis of 3, 5, 6-Trichloroacenaphthene 

-(永井芳男と共著）：工業化学雑誌， 70, 217, 1967. 

助教授河添邦太朗 (Kuni taro KAW AZOE, Associate Professor) 

吸着装四ーAdsarptionApparatusーオルガノハイライト， 15, 1, 49-53, 1966. 

粒状活性炭の細孔分布と有効拡散係数—Pore Size Distribution and Effective Diffusivity 

of Activated carbon pellets一学振 117委， 90-A-3, 1-5, 1966. 

流勁屈吸許装置ーAdsorptionApparatus of Fluidized Bedー（川井と共著）：化学工場，

10, 10, 13-17, 1966. 10. 

吸許の最近の進歩—Advances in Adsorption Brocess—殴酵工業会大会講演集， 1966. 10. 
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多孔性触媒における有効拡散係数について一Studieson Effective Diffusivity in Porous 

Catalysts一（杉山と共著）：第 6回反応工学シンポジウム， p.37-42, 1966. 

多孔質体の有効拡散係数について一OnEffective Diffusivity in Porous Solidsー（杉山・

福田と共著）：化学工学， 30; 1007, 1966. 

「吸着」ーAdsorptionー第 3回化学工学演習講習会テキスト (3), 1-25, 1967. 

イオン交換における物質移動一樹脂充坦層における 24Na-Na交換ーMasstransferin Ion 

Exchange-24Na-Na Exchange in Resin-bedー（竹内・杉山・桐本と共著）：化学工学，

31, 49, 1967. 

活性炭—FeCh 触媒の触媒添着姐による拡散抵抗の変化ーRelation of Diffusion Resistance 

and Deposited FeCh in Activated Carbonー学振 117委， 93-A-6, 1-8, 1967. 

工業的応用のための吸着の基礎知識ーFundamentalsof Adsorptive Operation in its 

Industrial Applicationー（竹内と共著）： Mol, 5, 23-27, 1967. 3. 

助教授早野茂夫 (ShigeoHAY ANO, Associate Professor) 

有機過酸化物の薄屈クロマトグラフィー—Thin Layer Chromatography of Organic 

Peroxidesー（太田孝• 福島裕夫と共著）：分析化学， 15, 3365, 1966. 

アミノアントラキノン系分散染料のボーラログラフィーーPolarographyof Aminoan叫

traquinone Type Dispersed Dyesー（江坂照男と共著）：日本学術振興会染色加工第 120

委員会年次報告， 16, 50-55, 1966. 

アミノアントラキノン系分散染料のポーラログラフィー（補足）ーPolarographyof 

Aminoanthraquinone Type Dispersed Dyes (Suppl)-(篠塚則子・松尾四男美と共著）：

同上， 16,56-57, 1966. 

分子の形からみた界面活性剤の性質—Properties of Surface Active Agents Classified from 

their Molecular Structuresー MOL,4, 14-18, 1966. 

薄層クロマトグラフ試料塗布装置の試作—Automatic Sample Applicator of Thin Layer 

Chromatographyー（二本木恒男と共著）：日本分析化学会第15年会講演要旨集， B233,

1966. 

陰イオン界面活性剤の電気泳動—Electrophoresis of Anionic Surface Active Agents— 

（佐藤和子と共著）：同上， B322, 1966. 

アクリロニトリルの電解重合ーElectrolyticPolymerization of Acrylonitrileー（浅原照三・

妹尾学・新井健•福島信ーと共著）：第 15 回高分子討論会講演要旨集， 375-378,

1966. 

助教授 明 石 和 夫 (KazuoAKASHI, Associate Professor) 

マグネシウムの特殊電解製錬法に関する研究（第 7報，第 8報）ーStudyon Production 

of Magnesium by New Electrolytic Process Magnesium ("¥IJI, 1皿）ー（江上一郎・鈴

木鉄也と共著）：日本鉱業会誌， 82, 935, 313-316, 316-319, 1966. 
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助教技本多健一 (KenichiHONDA, Associate Professor) 

シアニン系感光色索のボーラログラフ半波電位と霞子エネルギ準位—Relation between 

the Polarographic Half-Wave Potentials and the Electronic Energy Levels of Cyanine 

Dyes—電気化学， 34, 149, 1966. 

Voltammetric Study of Some Thiazine Compounds Using a Rotating Gold Microelectrode 

一回転金電極を用いるチアジン化合物のボルタンメトリ的研究ー17thMeeting of 

CITCE Extended Abstracts., p. 112, 1966. 

Photo-Decomposition Rates of Substituted Benzenediazonium Salts by Photo-Polarographic 

method—光ボーラログラフ法による置換ベンゼンジアゾニウム塩の光分解—Inter­

national Congress of Polarography, Abstracts, p. 168, 1966. 

助教扱妹尾 学 (ManabuSENO, Associate Professor) 

解説高分子物理化学—Physical Chemistry of Polymersー（荻野一善と共著）：日刊工業

新聞社， 1967. 1. 

イオン交換膜透折—Ion-exchange Membrane Electrodialysis—続実験化学講座 2 分離と梢

製， 日本化学会編 195-208, 丸善， 1967. 1. 

非平衡屯極過程の熱力学ーThermodynamicsof Non-equilibrium Electrode Processesー：

電気化学， 34, 8, 571-576, 1966. 8. 

電気化学の進歩， イオン交換膜，界面動電現象ーProgressin Electrochemistry, Ion・

exchange Membrane, Interfacial Electro-kinetic Phenomenaー：電気化学の進歩， '63

-'65, 33-36, 1966. 4. 

有機合成におけるイオン交換体の利用―Utilizationof Ion-exchangers in Organic Syn・

thesis—有合化誌， 25, 1, 78-88, 1967. 1. 

The Rheological Behavior of Suspensions of Ion-exchange Resin Particlesーイオン交換

樹脂粒子サスペンジョンのレオロジー的研究ー（山辺武郎と共著）： Bull. Chem. Soc. 

Japan, 39, 4, 776-778, 1966. 4. 

A Thermodynamic Approach to Thixotropyーチキソトロビーの熱力学的取扱ーBull.

Chem. Soc. Japan, 39, 7, 652-654, 1966. 7. 

緩和現象としての化学反応—Studies on Chemical Reactions as a Relaxation Process— 

（荻野一善と共著）：日化誌， 87, 7, 652-654, 1966. 

イオン交換膜電気透析における濃度分極現象について， (I)一般論と塩化ナトリウム溶

液系の限界電流密度一Onthe Concentration Polarization Effect in the Electrodialysis 

using Ion-exchange Membranes. I General Remarks and the Limiting Current Den-

sities in NaCl Systemsー（山辺武郎・山県和子と共著）：電化， 34, 9, 770-774, 

1966. 9. 

イオン交挨膜電気迅析における濃度分極現象について (TI)種々のイオン系および膜に

おける限界電流密度—On the Concentration Polarization Effect in the Electrodialysis 

159 



using Ion-exchange Membranes. II the Limiting Current Densities in Various Electro-

lytes and Membrane Systemsー（山辺武郎・山県和子・篠田淳子と共著）：電化， 34,

10, 820-823, 1966. 10. 

助教 授竹内 薙 (Yasushi TAKEUCHI, Associate Professor) 

円筒型ニーダによる炭素材料捏和時の伝熱について一Studieson Heat Transfer !n Kn-

eading of Carbon Mixture by Cylindrical Kneaderー化学工学， 30,7, 663, 1966. 7. 

イオン交換における物質移動一樹脂充瑣間における 24Na-Na交換ーMass Transfer 

in Ion Exchange—24Na-Na Exchange in Resin Bed—（河添邦太朗らと共著）：化学工

学， 31, 1, 49, 1967. 1. 

工業的応用のための吸着の基礎知識ーFundamentalsof Adsorptive Operation in its Indu-

stria! Applicationー（河添邦太朗と共著）： MOL, 1967. 3. 

助教授石田洋一 (YoichiISHIDA, Associate Professor) 

Creep Mechanisms in Alpha Ironーアルファ鉄のクリープ変形の機構ー(J.E. Dorn, C. 

Chengと共著）： Trans. A. I. M. E. V, 236, 964-971, 1966. 

Dislocations in Granis and Grain Boundaries—結晶粒内および粒界における転位ー(D.

McLean他二名と共著）：京都国際電子顕微鏡会議前刷集， 1966. 8-9. 

Determination of Foil Thickness—電顕用薄膜の厚さ測定ーPhilo. Maga. V, 14, 411-

412, 1966. 

結晶粒界の微細構造—Atomic Structures of Grain Boundaries一学振 133委員会， 1966.

12. 

Effect of nitrogen and manganese on recovery rate and friction stress during creep of 

iron. —鉄のクリープ変形において窒素，マンガンが回復速度および，摩擦応力におよ

ぽす効果ー(D.McLeanと共著）： Journal of the iron and. steel lnstitute V, 205, 

88-93, 1967. 

助手（特別研究員）大蔵明光 (AkimitsuOKURA, Assistant) 

固液共存温度付近における銑鉄中の球状黒鉛の晶出について（銑鉄の凝固過程に関する

研究 1) —On the Formation of Spheraidal Graphite in the Pig Iron at the Neighbo-

ring Temperatures of salid-Liquid Coexisting Ranges of iron Carbon phase-Equibb-

rium Diagram. 一（雀部高雄と共著）鉄と鋼， 52, 9, 1966. 9. 

酸化鉄還元過程の考察（小型高炉による製銑過程に関する研究 II)-Considerationsof 

Iron ore Reduction Processes一(F.P.カルデロン• 松下幸雄と共著）：鉄と鋼， 52,9, 

1966. 9. 

研究員小林昌敏 (MasatoshiKOBAYASHI, Researcher) 

放射性トレーサを利用した河川の流羅測定に関する研究一測定効率に関する研究一

Study of Mass Flow Rate on River by Using Radioactive Tracersー Studyof Counting 
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Efficienciesー（中島澄らと共著）： Annual Report of the Tokyo Metropolitan Isotope 

Research Center 5, 1-4, 1966. 

放射化分折を利用した河川の流競測定（第 2 報）—Application of Activation Analysis on 

Stream Flow Measurement (2)-(鈴木浜治らと共著）： Annual Report of the Tokyo 

Metropolitan Isotope Research Center, 5, 5-8, 1966. 

Application of Activation Analysis on Stream Flow Measurementー河川流足測定への

放射分析の応用ー（堀口泰裕らと共著）： Radioisotopes, 15, 317, 1966. 

非放射性トレーサの放射化分析による河川の流証，汚染の謁査ーStudyon River Flow 

and Contemination Using Activatable Tracerー原子力工業， 12, 38, 1966. 10. 

放射化法による流水トレーサ実験のための臭素の分折法—Determination of Bromine in 

River・water for the Flow Study Using Activatable Tracerー（鈴木浜治らと共著）：第

3回理工学における同位元素研究発表会要旨集， p.27, 1966. 4. 

ラジオグラフィの像質に関する一，二の考察ーCommentson Image Quality of Radio-

graphyー（前田頌らと共著）：第 3回理工学における同位元索研究発表会要旨集，p.81,

1966. 4. 

了線透過法によるロケット推進薬の欠陥に関する砧礎研究ーFundamentalStudy onァ

Ray Radiography of Rocket Propellant一（赤井光らと共著）：第 3回理工学における同

位元素研究発表会要旨集， p.93, 1966. 4. 

中性子放射化法による絵圃中の絵具の非破壊分析法―Non-destructiveTesting of Colors 

in a Picture by Neutron Activation Analysisー（永塚澄子らと共著）：第 3回理工学に

おける同位元索研究発表会要旨集， p.101, 1966. 4. 

中性子放射化法によるア）レミニウム中の不純物の非破壊分折法―Non-destructiveDeter-

mination of Impurities in Aluminium by Means of Neutron Activation Analysis— 
（永塚澄子らと共著）：第 3回理工学における同位元索研究発表会要旨集， p.102, 

1966. 4. 

助手長田和雄 (KazuoNAGATA, Assistant) 

Cu-Cr合金の復元現象について一OnReversion Phenomena of Cu-Cr Alloysー（西川・

小林と共著）：日本金属学会誌， 30, 8. 302-307. 1966. 

Cu-Fe合金の時効および復元現象について一OnAgeing and Reversion Phenomena of 

Cu-Fe Alloysー（西川・小林• 八田と共著）：日本金屈学会昭和 41年秋期講演会， ジ

ンボジウム謁演予稿集， p.69-70, 1966. 10. 

助 手佐藤乙丸 (OtomaruSATO, Assistant) 

トリチウムを標準トレーサとした河川水の拡散と流批測定実険—Experiment on Diffu-

sion and Flow Rate of River・water Using Tritium as Standard Tracerー（加藤正夫

と共著）： Radioisotopes, 15, 6, 310, 1966. 11. 

放射線および放射性同位元素—Radiations and Radioisotopes—屯気工学年報， 41 年度版，
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1967. 

助手杉山衣世子 (IsekoSUGIYAMA, Assistant) 

多孔性触媒における有効拡散係数についてーStudieson Effective Diffusivity in Porous 

calalysts一（河添邦太朗と共著）：第 6回反応工学シンポジウム， p.37-42. 1966. 

多孔質体の有効拡散係数について一Oneffective diffusivity in Porous Solidsー（河添邦太

朗•福田義民と共著）：化学工学， 30, 11, 1007. 1966. 

イオン交換における物質移動一樹脂充搬屈における 24Na-Na交換―MassTransfer in 

Ion Exchange 24Na-Na exchange in Resin bedー（河添邦太朗・竹内症• 橋本忠昭と

共著）

第 5 部

教授星野昌ー (ShoichiHOSHINO, Professor) 

サンドイッチパネルの実用化研究—Practical Study about Sandwiched Panelープラスチ

ック建材協議会， 1966, 11. 

PSB 研究—Study about Application of Gypsum Wall Board to Prefablicaton System 

-PSB研究会綜合報告曹，石こうボード協同組合， 1966. 4. 

超高屈建築計画の綜合的研究“防災篇”ーSyntheticStudy about Planningof Super high-

rised Building Volume about Fire Proofing and Safetyー建築業協会， 1967. 3. 

教授坪井善勝 (Yoshikatsu TSUBOI, Professor) 

2点支持平面板問題および隅点力に対する平面応力問題のフーリェ解析ーAnalysisof 

Plate supported by two corner points and Plane Stress under two diagonal corner 

forces by double Fourier Series Method-(角野晃ニ・中田捷夫と共著）：日本建築学

会論文報告集， 1966. 10. 

軸対称部分荷重を受ける偏平球殻の解析ーAnalysisof Shallow Sphe心alShell Subjected 

Axially Symmetric Local Loadー（登坂宣好と共著）：同上．

リプ付偏平シェルの差分解ーStudyon Finite Difference Method of Shallow Shells with 

Ribsー（名須）11良平と共著）：同上．

半闘性つり屋根構造の解折翡本式—Fundamental Equation for Analysis of Semi-Rigid 

Hanging Roofs一（大山宏と共著）：同上．

スペースフレームによる 4点支持平面板―Design of a Steel Pipe Framed Roof 

Structure Supported at Four Colums (五十嵐定義• 名須川良平・ 原尚と共著）：同上．

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート構法に関する研究（その 1, 総括）ーStudieson Pre-

cast Reinforced Concrete Wall Constructions, No. 1-Summaryー（加藤六美• 平賀謙

ーと共著）：同上．

同上（その 2の1. 邸実大構面の水平加力実験概要）ーNo.2, Outline on Shear Tests 

of Semi Full Scale Models一（佐治泰次と共著）：同上．
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同上（その 2の2,準実大構面の水平加力実険解折）—No 3 Studies on Shear Tests of 

Semi Full Scale Modelsー（河原雑造と共著）：同上．

伺上（その 4の 1, 中，小型構面実験）ーTestof Middle and Small Scale Type Wall— 

（日比野信ーと共著）：同上．

同上（その 4の2, 中，小型構而実験）ーTestof Middle and Small Scale Type Wallー

（末永保美と共著）：同上．

同上（その 6の 1, 平而応力問題の解折）ーAnalysisof Plane Stress Problem-(川股重

也，塩屋繁松と共著）：同上．

同上（その 6の2モワレ法による壁式ラーメン弾性変形の実験的研究）ーExperimental

Study on vVall Frames by Moire Methodー（川股璽也と共著）：同上．

Large Span Shell Structures in Japan一日本における大スパンシェ Jレ構造 I.AS. S. 

Leningrad U.S. S. R. 1966. 9. 

The Analysis and Design of a Suspension Roof Structure一つり屋根構造の設計につい

て（東京オリンビック主体育館）ー（川口衛と共著）： International Conference on Space 

Structures 1966 Sep. London. 

The design and Construction of a Suspension Structure一つり屋根構造の設計と施工，

（東京オリンビック小体育館）―TheMinor Gymnasium of the Tokyo Olympic Indoor 

Stadium-(川股重也と共著）： International Conference Structures 1966, Sep. London. 

訳書： Pedro B. J. Gravina著， Jeoriae calculo das cascas Cascas de Revoluc;iio 

回転シエルの理論と計算（坪井善勝監修，名須川良平訳）：宇野書店， 1966. 8. 

教授星埜 和 (KanoHOSHINO, Professor) 

道路線形設計曲線について―HighwayCurves for Alignement Designー土木学会年次

学術講演会， IV-140, 1966. 5. 

交通工学ーTrafficEngineeringー自動車技術， 20, 4, 1966. 4. 

交通工学の国際水準ーInternationalLevel of Traffic Engineeringー交通工学， 2, 1, 

1967. 1. 

高速道路と開発道路—Expressways and Development Planー闘速道路と自動車， 10, 1. 

1967. 1. 

山地部高速道路の計画，建設および連用ーPlanning, Construction and Operatic of the 

Expressways in Mountainous District—The 5th World Meeting of International Rood 

Federation, London 1966. 9. 

教授丸安隆和 (TakakazuMARUYASU, Professor) 

Analysis of Snow Depth in the Kurobe River Basin with Aerial Photographs—航空写

真による黒部川流域の積雪分布の解折—Proc. of International Symposium of Photo-

grammetry, 1966. 10. 
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教 投勝田高司 (TakashiSHODA, Professor) 

室内気流の乱れのスペクトルについて一Onthe Spectrum of the Turbulence of the 

Room Air. Motionー（寺沢逹ニ・土屋喬雄と共著）：日本建築学会論文報告集，号外，

388, 1966. 10. 

外壁用バネル接合部の通気および罰水について一OnAir Infiltration and Water Leakage 

of Outside Wall Jointsー（寺沢逹ニ・片山忠久と共著）：日本建築学会論文報告集，号

タL406, 1966. 10. 

鋼管ダクト分岐部の掴失圧力および発生騒音について—On Characteristics of Pressure-

Loss and Noise at Branches of Steel Pipe Ducts一（板本守正と共著）：日本建築学会

論文報告集，号外， 449, 1966. 10. 

外壁用パネル接合部による熱流について一Onthe Heat Flux of Outside Wall Joints— 

（寺沢達ニ・南野脩と共著）：日本建築学会論文報告集，号外， 418, 1966. 10. 

多孔パネル（通気天井）の吹出気流について一OnCharacteristics of Air Motion of Per-・ 

£orated Panel (Ventilating Ceiling)ー（板本守正・後藤逹雑と共著）：日本建築学会関

東支部第 37回学術研究発表会梗概集， 93-96, 1966. 6. 

教 授 久保慶三郎 (KeisaburoKUBO, Professor) 

Response of a System of Two Degree Freedomー2自由度系の地震時応答ーProc.of 

3rd World Conference on Earthquake Eng., 1966. 10. 

構造物基礎の耐虞設計ーAseismicDesign of the Foundation of Structures一高圧力， 5,

1, 1967. 1. 

土木技術者のための振動便覧，第 3章構造物の振動ーVibrationof Structures—土木学会

刊行， 1966. 8. 

点支承を持ち集中荷重をうけるはりおよび板の解析—Analysis of Point Supported 

Beams and Plates Under Concentrated Load (吉田裕と共著）：土木学会論文集， No.

130, 1966. 6. 

教 授 池辺 陽 (KiyoshiIKEBE, Professor) 

宇宙科学研究のための建築群（特殊解と一般解） Building Unit for Space Centerー建築

文化， 242号

工業化段階におけるデザインプロセス（創造的プロセスの確立について）ーCreative-

Design Process. : 日本建築学会論文報告集， 1966. 10. 

デザインプロセスにおける型の意議—Form and Design Process)一建築文化， 235号．

設計プロセスと生産構造ーDesignand Droductionー近代建築， 1966. 4. 

教授井口昌平 (ShoheiINOKUTI, Professor) 

最近における水文学の分野での国際協力の経過ーReviewon the current international 

co-operative actiuities in the field of hydrologyー水経済年報， 1967年版， p.516-528 •. 

河川の蛇行について—On the sinuosity of stream channel—土木学会水理委員会，水工

164 



学シリーズ 66-03, 1966. 8 . 

移励床の形態区分，特に砂礫堆の形成限界について—On the Criteria of Bed Forms in 

Alluvial Channels, especially on the Region of Alternating for Formation-(蝕川登と

共著）：土木学会第 11回水理講演会講演集， 1967, 2. 

助教投三木五三郎 (Gosaburo MIKI, Associate Professor) 

地盤注入用各種グラウトの没透性および固結性に関する比佼実験ーPermeatingand 

Cementing Properties of Grouts Used for Ground Injection-(西村昭ニ・角谷和ーと

共著）：土木学会第 21回年次学術講演会講演概要， 1966, 5. 

コルゲートアーチの支持機桔に関する実験的研究―FailureConditions of Corrugated 

Metal Archー土木学会第21回年次学術講演会講演概要 1966. 5, 

根岸湾の地盤解説ーGeologicaland Engineering Properties of Subsoils in the Negishi 

Bayー横浜市埋立事業局， 26p., 1966. 6, 

土工および抵礎工—Earth Works and Foundation Engineeringー電気工学ハンドプック，

1851-1853, 霞気学会， 1967, 1. 

助教授田中 尚 (HisashiT ANAK, Associate Professor) 

柱はり接合部の極限解折ーLimitAnalysis of Connections in Steel Structureー（福島暁

男• 林永全と共著）：日本建築学会論文報告集，号外， p,324-326, 1966, 10. 

プラスチックヒンジにおけるウェプ輻フランジ幅の制限に関する研究 (4), (5)-Study 

on the Width to Thickness Ratios of Steel Plates in Plastic Hingesー（高梨晃ーと共

著）：同上，号外， p.289, 1966. 10. および同上第 133号， p,25, 1967, 3. 

助教授石井聖光 (KiyoteruISHII, Associate Professor) 

埼玉会館大ホールの音密についてーAcousticsof the SAITAMA-KAIKAN Large Hall— 
（平野興彦と共著）：日本音愕学会研究発表会講演論文集， 291, 1966, 11. 

埼玉会館小ホールの音唇についてーAcousticsof the SAITAMA-KAIKAN Small Hall 

-(平野興彦と共著）：日本音轡学会研究発表会講演論文集， 289, 1966. 11. 

助教授小林一輔 (KazusukeKOBAYASHI, Associate Professor) 

軽絨コンクリートの蒸気養生ーSteamCuring of Lightweight Aggregate Concreteー（伊

藤利治と共著）：第 21回土本学会年次講演会概要， 1966. 5, 

樹脂含浸によるコンクリートの水密処理ーWatertightnessof concrete impregnated with 

Synthetic Resins一（村田二郎・伊藤利治• 関川行男と共著）：同上．

グルコン酸ソーダを主体とした減水剤についてーEffectsof Sodium Gluconate Admix-

tures on Concreteー（森時昭と共著）：セメント・コンクリート， 241p. 1967. 3. 

助教授越 正毅 (MasakiKOSHI, Associate Professor) 

交通信号の系統制御オフセットの近似解法ーAnApproximately Optimum Offset Pattern 
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of Coordinate Traffic Signals―第 21回年次学術講演会謁演概要， 1966. 5. 

Optimum Cycle Length and Offsets of Coordinated Traffic Signal Control Based on 

Through Band Criterionー通過帯を最大にするサイクル長とオフセットー Annual

Report of Roads, 1966. 

信号交差点の交通容量解析ーCapacityAnalysis of Signalized Lntersections—交通工学，

2, 2, 1967. 3. 

電気工学ハンドプック， 1967, 一部執筆

助教授 川 股 重 也 (ShigeyaKAW AMAT A, Assiociate professor) 

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート構法に関する研究（その 6の 1 平面応力問題の解

析）ーStudieson Precast Reinforced Concrete Wall Constructions, No. 6-1 -Analysis 

of Plane Stress Problemー（坪井善勝・塩屋繁松と共著）日本建築学会論文報告集，号

タ!-,1966. 10. 

同（その 6の2, モワレ法による壁式ラーメン弾性変形の実験的研究）ーStudies on 

Precast Reinforced Concrete Wall Constructions, No. 6-2-Exserimental Study on 

Wall Frames by Moire Methodー（坪井善勝と共著）

マトリクス変位法による骨組の解析ーその (1)闇性行列の作成ーStressAnalysis of 

Space Frames by means of Matrix Displacement Methodー (1)Formulation of Stiffness 

Matrix一生産研究， 18, 5, 1966. 5. 

同（その (2)分割解法と立体構造への拡張，ー(2)BlockSolution and Development to 

3-dimensional Framesー同， 18, 6, 1966. 6. 

The design and construction of a suspension structure—The Minor Gymnasium of the 

Tokyo Olympic Indoor Stadium International Conference on Space Structures 1966, 

Sep. London. 

E. 研究発表会，講演会，講習会など

生研講習会

工業技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界の研究者，技術者

を対象としたもので，今回は第 4回で今後継続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 援：東京大学生産技術研究所

3. 場 所：所内大会議室

4. 日 時：昭和 41年 6月 22日-24日 10.00-16.30

5. 受講者： 257名

6. 講議内容：テーマ「スイッチング回路の理論と実際」 題目は下記のとおり．

諮議内容 と
を

9
9
,

｀
 

?
u
 

師 摘 要

1. スイッチング回路の索子と箇単な例 教 授森脇義雄（エ博） 第1日

2. 二進法とプール代数・論理閃数とその簡単化 助教授安田 靖 彦 (II) II 

3. グラフの理論 教授森脆義雄 (II) II 
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